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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月9日(2010.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　転写体の搬送方向に沿って一列に配置された複数の像担持体と、帯電された各像担持体
を露光することで静電潜像を形成する露光手段と、各像担持体毎に互いに異なる色の現像
剤で静電潜像を現像する複数の現像手段と、転写体を搬送する搬送手段と、像担持体上で
静電潜像を現像した各色の現像剤を転写体に転写して現像剤像を形成する転写手段とを備
えた画像形成装置に用いられ、
　露光手段、現像手段、転写手段によって転写体に形成される各色毎の現像剤像からなる
位置ずれ補正用パターンを光学的に検出するとともに、検出された各色の位置ずれ補正用
パターンの相対的な位置関係に基づいて露光手段を制御することにより転写体に転写され
る各色の現像剤像同士の位置ずれを補正する位置ずれ補正装置において、
　転写体に向けて光を出射する発光素子及び当該光が転写体並びに位置ずれ補正用パター
ンに反射した反射光を受光する受光素子を有する検出手段と、転写体の搬送方向に沿って
並ぶ複数の位置ずれ補正用パターンを画像形成装置に形成させるパターン形成手段とを備
え、
　パターン形成手段は、検出手段の検出結果に基づいて第１の位置ずれ補正用パターンの
当該搬送方向に直交する方向における位置を求めるとともに当該位置に基づいて、前記直
交方向に沿った位置ずれ補正用パターンの形成領域が、転写体上における受光素子の受光
領域内となるように、第１の位置ずれ補正用パターンの後の第２の位置ずれ補正用パター
ンを画像形成装置に形成させることを特徴とする位置ずれ補正装置。
【請求項２】
　第１の位置ずれ補正用パターンは、前記直交方向に平行な帯状の第１パターンと、転写
体の搬送方向に対して０度より大きく且つ９０度より小さい所定の傾斜角で傾斜する帯状
の第２パターンとからなり、
　パターン形成手段は、検出手段による第１パターン及び第２パターンの検出結果に基づ
いて第１の位置ずれ補正用パターンの直交方向における位置を求めることを特徴とする請
求項１記載の位置ずれ補正装置。
【請求項３】
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　第２の位置ずれ補正用パターンは、前記直交方向に平行な帯状の第１パターンと、転写
体の搬送方向に対して０度より大きく且つ９０度より小さい所定の傾斜角で傾斜する帯状
の第２パターンとからなることを特徴とする請求項１又は２記載の位置ずれ補正装置。
【請求項４】
　前記傾斜角が４５度であることを特徴とする請求項２又は３記載の位置ずれ補正装置。
【請求項５】
　パターン形成手段は、前記直交方向に沿った第１の位置ずれ補正用パターンの形成領域
が、転写体上における受光素子の受光領域を含むように画像形成装置に形成させることを
特徴とする請求項１～４の何れか１項に記載の位置ずれ補正装置。
【請求項６】
　パターン形成手段は、前記搬送方向に沿って複数の第１の位置ずれ補正用パターンを画
像形成装置に形成させるとともに当該複数の第１の位置ずれ補正用パターンの検出手段に
よる検出結果に基づいて第１の位置ずれ補正用パターンの前記直交方向における位置を求
めることを特徴とする請求項５記載の位置ずれ補正装置。
【請求項７】
　パターン形成手段は、前記検出結果に代えて、予め設定された設定値に基づいて第１の
位置ずれ補正用パターンの前記直交方向における位置を求めることを特徴とする請求項１
～６の何れか１項に記載の位置ずれ補正装置。
【請求項８】
　パターン形成手段は、前記搬送方向に沿った形成領域若しくは前記直交方向に沿った形
成領域、前記傾斜角に直交する方向に沿った形成領域の少なくとも何れか一つの形成領域
が発光素子から出射される光ビームの転写体上における照射範囲以上且つ転写体上におけ
る受光素子の受光領域未満となるように第２の位置ずれ補正用パターンを画像形成装置に
形成させることを特徴とする請求項１～７の何れか１項に記載の位置ずれ補正装置。
【請求項９】
　パターン形成手段は、前記直交方向に沿った形成領域の中心と発光素子から出射される
光ビームの転写体上における照射範囲の中心とが一致し且つ搬送方向に沿って隣接する位
置ずれ補正用パターンの最短の間隔が転写体上における受光素子の受光領域以上となるよ
うに第２の位置ずれ補正用パターンを画像形成装置に形成させることを特徴とする請求項
１～８の何れか１項に記載の位置ずれ補正装置。
【請求項１０】
　パターン形成手段は、発光素子から出射される光ビームの転写体上における照射範囲並
びに転写体上における受光素子の受光領域として予め設定される値を使用することを特徴
とする請求項１～９の何れか１項に記載の位置ずれ補正装置。
【請求項１１】
　第２の位置ずれ補正用パターンにおける第１パターンを正方形状としたことを特徴とす
る請求項３記載の位置ずれ補正装置。
【請求項１２】
　現像手段は、黒色の現像剤を使用するものと、黒色以外の現像剤を使用するものとを含
み、
　パターン形成手段は、少なくとも黒色以外の現像剤像によって第２の位置ずれ補正用パ
ターンを画像形成装置に形成させることを特徴とする請求項１～１１の何れか１項に記載
の位置ずれ補正装置。
【請求項１３】
　転写体の搬送方向に沿って一列に配置された複数の像担持体と、帯電された各像担持体
を露光することで静電潜像を形成する露光手段と、各像担持体毎に互いに異なる色の現像
剤で静電潜像を現像する複数の現像手段と、転写体を搬送する搬送手段と、像担持体上で
静電潜像を現像した各色の現像剤を転写体に転写して現像剤像を形成する転写手段と、請
求項１～１２の何れか１項の位置ずれ補正装置とを備えたことを特徴とする画像形成装置
。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】位置ずれ補正装置、画像形成装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、静電写真方式の画像形成に際し、転写体に形成される複数色の現像剤像同士
の位置ずれを補正する位置ずれ補正装置、画像形成装置に関するものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は上記事情に鑑みて為されたものであり、その目的は、安価な構成でありながら
補正用トナー画像を精度よく検出できる位置ずれ補正装置、画像形成装置を提供すること
にある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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